
はじめに
　法律を学び、専門家としての知識を身に付けても、それだけでは特許ライセ
ンス契約書を問題なく作成できるとは限りません。なぜなら、ライセンス契約
は、単に法的に妥当であればよいというものではなく、事業の妨げとならず、
むしろ事業の成長と成功を支えるものでなければならないからです。
　そのような契約書を作成するためには、常に変化し続けるビジネスの実態を
的確に捉え、将来の展開を見通しながら、法律の専門知識を基に契約内容を検
討することが求められます。
　本書では、こうした契約実務を確実かつ的確に行えるようになる、「ビジネ
スを支えるのが契約書」という原点に立ち返り、契約書を自らの頭で考え、適
切に判断できる力を養えるように構成しました。
　具体的には、過去に問題が起きた契約条項や、問題は表面化しなかったもの
のリスクをはらんでいた条項を多数紹介し、失敗を防ぐための着眼点を丁寧に
解説しています。また、そうした視点をいかす「契約書の考え方」についても
分かりやすく説明しています。
　本書を通じて知り合うことのできた特許ライセンス契約に関わる皆さまが、
不安の残る経験や、根拠のない
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に頼ることなく、過去に見たことのない契
約条項が出てきても、必要な修正・判断ができるようになり、「契約は任せて」
と自信を持って言えるようになることを心から願っています。

（１）本書の６つの特徴
（ⅰ）�契約書の検討には、契約書の文言だけではなく、事業との関係が重要

であることを示すため、第１章を設けています。
（ⅱ）�一般的な条項の順ではなく、思考過程を尊重して本書を構成しています。

特に第２章で、契約書作成の思考プロセスを説明し、第３章からの各
条項の意義を理解できるようにしています。

（ⅲ）�第３章以降は、単に条項の法的妥当性を判断するのではなく、どのよ
うな条項でどのような事業の問題が生じるのかを指摘しながら解説し、
契約検討実務に役立つようにしています。



（ⅳ）�「注意すべきサンプル条項」と、「ヒントになるサンプル条項」の２タ
イプのサンプル条項を掲載することで、失敗しやすいポイントを、成
功に導けるようにしています。

（ⅴ）�ライセンスに必要な知識も吸収できるよう、「知っておきたい裁判例」「確
認しておきたい法律等」を適宜紹介しています。

（ⅵ）�複雑な事項背景も適宜図を用いて分かりやすく解説し、また、引用文
献をなくし、本書のみで初心者でも契約書作成力が身に付くようにし
ています。

（２）本書の使い方の注意点
（ⅰ）�第１章から順にお読みください。契約書の教科書として思考プロセス

をマスターいただけます。特に第２章を先に読んでいただくことで、
第３章以降の理解度が大きく変わります。

（ⅱ）�第３章の根幹部以降は契約書の作成で悩んだことを調べるときに使う
こともできます。ただし、第２章の最後にまとめた「契約書各部対応表」
（p.40）で示している関連部分を併せてご参照ください。そうすること
によって、契約の構成が一層理解しやすくなります。

（ⅲ）�「注意すべきサンプル条項」はそのタイトルどおり、ミスしやすい条項
を例示しています。失敗しないために是非ご確認ください。特に「注
意すべきサンプル条項」を見て、問題点に気付かない方は必ず解説を
確認してください。

（ⅳ）�「ヒントになるサンプル条項」は、「注意すべきサンプル条項」の課題
を解決するためのヒントになるものです。ただし、その注意点の解決
策を示すため、他の視点を盛り込まず、シンプルにしています。あく
までも「ヒント」として位置付けてください。

（ⅴ）�「知っておきたい裁判例」は著者の主観による重要度を示しています。
★★★が最も重要度が高い裁判例です。適宜参照してください。

（ⅵ）�「BREAK」は著者の主観や経験談を含めたコラムです。タイトルを見て、
興味がわいたもののみご覧ください。

2025（令和７）年11月29日　青木　潤
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第１章
契約書作成前のチェック

　特許ライセンス契約書を作成する前の段階で
の注意点を、ライセンサーとライセンシーのそ
れぞれの視点で紹介します。
　契約を検討する前に確認しておくべきこと
は、契約書を作成するとき、また、契約書の作
成後に契約書をチェックするときにも重要にな
ります。
　すなわち、単にライセンス契約を締結すると
いう前提で契約を⾒るのではなく、なぜライセ
ンス契約を締結するのかを意識することで適切
な契約書を作成できるのです。⼀⾒すると初歩
的なことが多いのですが、ご確認いただければ
幸いです。


